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《アンケート調査結果の概要》  

 

１．調査の目的 

泉佐野市では、子どもたちが積極的に自分の生き方を選択し、自立できるよう様々な施策を実

施している中、今後、効果的な子どもの貧困対策を検証するために調査を実施し（大阪府と共

同実施）、得られた結果を分析することによって、支援を必要とする子どもや家庭に対する方策

を検証することを目的としている。 

 

２．調査対象者 

市内の小中学校に通う小学校５年生・その保護者と中学校２年生・その保護者 

 

３．対象数（アンケート配付数） 

  小学校５年生・その保護者                ７６２世帯 

  中学校２年生・その保護者                ７０５世帯 

    合 計                         １，４６７世帯 

 

４．回収結果 

  小学校５年生  直接回収 ２９７人WEB １６３人  ４６０人 （回収率 ４６０／７６２ ６０．４％） 

保護者      直接回収 ２９１人WEB １９１人  ４８２人 （回収率 ４８２／７６２ ６３．３％） 

 

中学校２年生   直接回収 １２４人WEB １６１人  ２８５人  （回収率 ２８５／７０５ ４０．４％） 

保護者      直接回収 １２４人WEB １８８人  ３１２人  （回収率 ３１２／７０５ ４４．３％） 

 

５．調査期間 

  令和５年９月１日～令和５年９月２９日 

 

６．調査方法 

  市内各小中学校を通じて調査票を配布し直接回収とＷＥＢ回収 

  直接回収 ８３６件   ＷＥＢ回収 ７０３件 

 

７．調査実施主体 

泉佐野市 

調査研究業務受託者 

公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院 現代システム科学研究科 

 

 


